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に自身の母子健康手帳を用いて質問紙調査を実施した。回答者は 272 人/294 人中、回答に不備のあ
るものを除き有効回答率は92.5％であった。その結果、予防接種率はBCG 81.3％、麻しん1期 36％、




Abstract：The purposes of this thesis are to ascertain the present condition of the vaccination records and 
infection history of childcare training school students and study the state of the “children’s health” and 
“children’s health and safety” classes. For the investigation, we conducted a survey using the Mother-Child 
Health Handbooks of childcare training school students who had attended “children’s health 1”, “children’s 
health 2”, and “children’s health” classes. Among the 294 surveyed entries, 272 were effective, and survey 
entry effective rate was 92.5%. We removed the entries with incomplete answers. The result showed a 
difference in vaccination with a vaccination rate of 81.3% for BCG, 36% for measles dose 1, 72.1% for 
rubella dose 1, and 47.4% for MR. Overall, the vaccination rate was not high. And many of the students 
selected “childhood illness”, “allergies’, and “first aid and lifesaving treatment” as the subjects they wanted 
to learn in class. The result of this thesis indicated that it was necessary to improve the teaching methods for 
using of the Mother-Child Health Handbooks and raising awareness of infection history
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１．はじめに
2015 年 4 月「子ども子育て支援制度」が施行され、多様な保育を選択できるようになり
保育を取り巻く環境が大きく変化している。その保育を取り巻く社会情勢が変化する中で
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２．研究方法
（1）調査対象・期間・方法
本研究の調査対象は、首都圏にある保育者養成校（短期大学）2 学科の学生 1 年から 3 年
生の「子どもの保健Ⅰ」「子どもの保健Ⅱ」「子どもの保健」の授業を受けている学生を対象

















質問紙調査を実施した「子どもの保健Ⅰ」102 人/122 人中（回答率 83.6％）、「子どもの
保健Ⅱ」37 人/38 人中(回答率 97.3％）、「子どもの保健」134 人/134 人中(回答率 100％）で
あった。回答に不備のあるものを除き 272 人（有効回答率 92.5％）の回答が得られた。
（2）母子健康手帳の有無
自分自身の母子健康手帳を持っていると回答した者が 257 人（94.4％）、持っていないと
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（３）予防接種歴の現状
「予防接種とは何ですか」の質問に４つの選択肢から１つ選んだ回答結果は、①免疫・抗
体と回答した者が 259 人（95.2％）、②薬と回答した者が 5 人（1.8％）、③治療と回答した










成 6 年から平成 13 年に出生していた。
①BCG





発生し、約 2,000 人が命を落としている。そのために有効な対策として、「生後 1 歳までの
BCG ワクチン接種により、小児の結核の発症を52～74％程度、重篤な髄膜炎や全身性の結核
に関しては 64～78％程度罹患リスクを減らすことができる」と示されている 4）。平成 17
（2005）年から平成 29（2017）年の BCG 接種率は 95.4％であり、それ以前のデーターは明







麻しんの接種歴状況は第１期の接種済み 98 人（36％）、麻しんの第２期の接種済み 21 人




秋草学園短期大学 紀要 36 号（2019）
ている 6）。平成 19（2007）年の国内流行では，高校や大学が相次いで休校になり，ワクチン
や抗体測定試薬の不足など社会問題となった。これを契機にわが国は 2012 年度までに国内
から麻しんを排除し，その状態を維持することを目標に，2007 年 12 月 28 日に「麻しんに
関する特定感染症予防指針」を告示した。2009 年～2018 年、厚生労働省の MR 接種率、第 1
期 96.1％、第 2 期 93.1％からみると、接種時期はちがうものの本調査の第１期の接種済み
98 人（36％）、麻しんの第 2 期の接種済み 21 人（7.7％）、第 2 期は MR を接種済み 129 人
（47.4％）はかなり低い。指定保育士養成施設の保育実習における麻しん風しんの予防接種









風しんの第 1 期の予防接種を接種済み 196 人（72.1％）、風しんの第 2期の予防接種を接
種済み 52 人（19.1）、第 2 期の予防接種は MR を接種済み 129 人（47.4％）、未接種 4 人
（1.5％）、わからない 17 人（6.3％）、風しん罹患者 1 人（0.4％）であった。
わが国の風しん対策は「風しんに関する特定感染症予防指針（厚生労働省告示第百二十二





め厚生労働省は 2019 年～2021 年度末の約 3 年間で、これまで風しんの定期接種を受ける機
会がなかった昭和 37（1962）年 4 月 2 日～昭和 54（1979）年 4 月 1 日生まれの男性を対象
に、風しんの抗体検査を実施して、予防接種を行うことになる。国内の流行は海外からの帰
国者が持ち込む場合が多いと言われている。国立感染症研究所 感染症疫学センターの報告
によると、2019 年風しん累積患者報告数は 2,156 人、先天性風疹症候群の報告数は 3 人と










水痘の 1 回目の予防接種を接種済み 50 人（18.4％）、水痘の 2 回目の予防接種を接種済
み 6 人（2.2％）、未接種 28 人（10.3％）、わからない 60 人（22.1％）、水痘罹患者 127 人
（46.7％）であった。水痘は 2014 年 10 月 1 日から定期接種対象疾患となり、生後 12～36
か月の間に 2 回の定期接種が開始されている。国立感染症研究所（2019）の報告では「水痘







流行性耳下腺炎の 1 回目の予防接種を接種済み 68 人（25.0％）、流行性耳下腺炎の 2 回
目の予防接種を接種済み 4 人（1.5％）、未接種 65 人（23.9％）、わからない 66人（24.3％）、
流行性耳下腺炎罹患者 67 人（24.6％）であった。1981 年よりムンプスワクチンが任意の予
防接種となっている。1989 年には, 麻しんワクチンの定期接種時に MMR ワクチンを選択す




ると思われる。守本ら（2018）は「2015～2016 年の２年間に少なくとも約 360 人のムンプ







BCG は接種済が 81.3%と他の予防接種の接種率より高い。現在では生後 2 ヶ月からできる












水痘は水痘・帯状疱疹ウイルス感染で、2014 年 10 月から定期接種となった。それまでは
年間 100 万人程度が発症し、4,000 人程度が入院を必要とされており、主に 9 歳以下で発症










者が 97 人（26.1％）、②集団感染予防のためと回答した者が 17人（4.6％）、③罹患時の重
症化の防止のためと回答した者が 17 人（4.6％）、④経済的理由で接種できないと回答した
者が 8 人（2.2％）、⑤人体への影響が心配で接種できないと回答した者が 9 人（2.4％）、⑥
注射への恐怖心があり接種できないと回答した者が 18 人（4.8％）、⑦時間的な都合がつか










































































表2　   子どもの保健で学びたい項目　　n＝272　（複数回答）
　項　目 回答数（％） 　項　目 回答数（％）
からだのしくみ 86（31.6） 子育て支援 99（36.3）
アレルギー 159（58.4） 虐待 119（43.7）
予防接種 56（20.5） 貧困 51（18.7）
発育発達 116（42.6） 応急手当・救命処置 145（53.3）
子どもの病気 168（61.7） 母子保健対策 66（24.2）
食生活 94（34.5） 感染症対策 120（44.1）
発達障害 99（36.3） 安全管理・危機管理  90（33.0）
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